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一
日
の
「
み
あ
れ
祭
」
で
宗

像
三
女
神
を
お
迎
え
し
始
ま

っ
た
秋
季
大
祭
も
、
三
日
の
高

宮
神
奈
備
祭
ま
で
、
日
・
月
・
火

曜
日
と
い
う
ウ
イ
ー
ク
デ
ー

中
心
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
連
日
多
く
の
参
拝
者
で
終

日
賑
わ
い
ま
し
た
。

九
月
十
七
H

一
◆
沖
津
宮
神
迎
え
神
事
◆

み
あ
れ
祭
に
先
立
ち
、
事
前

に
沖
津
宮
（
沖
ノ
島
）
の
御
神

璽
を
中
津
宮
へ
奉
安
す
る
神

迎
え
の
神
事
が
、
九
月
十
七
日

高
向
権
宮
司
以
下
神
職
五
名

が
渡
島
し
斎
行
さ
れ
た
。

前
日
の
十
六
日
に
大
島
に
渡

島
し
、
参
籠
し
た
後
、
一
行
は
翌

朝
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
関
係

者
、
沖
ノ
島
仲
間
ら
と
共
に
沖

ノ
島
へ
渡
島
。
朝
か
ら
雨
で
、

海
上
は
二
、
五
区
の
時
化
で
あ

っ
た
が
、
沖
津
宮
御
神
璽
を
無

事
中
津
宮
本
殿
に
奉
安
し
た
。

宗

I 
つきなみ

1 毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時
高宮祭

第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社

月命日祭 (1 日）

巡拝(15 日）

午前 1 1 時～
総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

11 月祭事暦］

|3日明治祭
午前10時～

|23日新嘗祭
午前 1 1 時～

宗
像
大
社
拝
殿
右
側
に
「
鶏
卵
燈

篭
」
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
燈
篭
裏
面

銘
文
に
よ
れ
ば
、
「
白
蝋
石
燈
篭
」
と

刻
ま
れ
た
石
灰
岩
で
出
来
た
大
理

石
の
燈
篭
で
あ
る
。
▼
年
号
を
見
る

と
明
治
十
二
年
六
月
吉
祥
日
と
あ

り
、
ま
た
宗
像
神
社
史
附
巻
に
よ
る

と
「
筑
前
宗
像
鶏
卵
荷
主
赤
間
村
出

光
運
平
以
下
二
十
七
名
、
及
び
鐘

崎
・
神
湊
·
大
阪
世
話
掛
・
船
頭
衆

等
、
邊
津
宮
拝
殿
南
横
に
大
理
石
の

石
燈
篭
を
奉
建
す
」
と
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
明
治
初
期
、
産
業
の
開
拓
と

し
て
生
産
農
家
や
輸
送
業
者
が
「
宗

像
た
ま
こ
」
の
生
産
に
ど
れ
だ
け
期

待
を
寄
せ
、
燈
篭
を
奉
建
さ
れ
た
の

か
が
窺
え
る
。
今
で
こ
そ
、
技
術
の
進

歩
に
よ
り
養
鶏
の
飼
育
設
備
が
普

及
し
て
い
る
が
、
当
時
は
農
耕
の
か

た
わ
ら
、
飼
育
に
骨
身
を
惜
し
ま
ぬ

努
力
を
続
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
▼

現
在
で
は
地
鶏
と
称
し
各
地
の
特

産
品
と
な
っ
て
い
る
が
当
地
で
は
、
お

祭
り
の
後
や
来
客
が
あ
っ
た
場
合
、

こ
の
鶏
卵
・
母
鶏
を
使
っ
た
鶏
の
す

き
焼
き
「
と
り
す
き
」
で
も
て
な
す

伝
統
が
残
っ
て
い
る
。
▼
こ
の
伝
統
の

意
義
を
子
々
孫
々
と
伝
え
て
い
く

事
で
、
宗
像
地
域
の
更
な
る
発
展
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
境
内
に

は
奉
建
か
ら
百
年
以
上
経
っ
た
今

で
も
先
人
達
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
「
鶏
卵
燈
篭
」
が
美
し
い
斑
紋
を

見
せ
て
い
る
。

(
S
.
F
)
神具・装束

令井

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

ぃ． 雷話福岡(Oq2)65_1 _q456番
lq本 店〒600-8231 京都市下京区油小路六粂北入

雷話(075)341-3341 （代）～4番
(0 75)343-3341 番

木組の家 匠の技

株式会社立江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mun aka ta-tai sh a. or.j p/ 
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十
月
一
H

i
の
航
跡
を
残
し
な
が
ら
、
玄
界
灘

一
◆
み
あ
れ
祭
◆
を
順
調
に
進
み
、
曇
天
で
は
あ
っ
®

明
け
方
に
少
し
雨
が
降
り
、
生
た
が
、
上
空
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
．
茫
」
疇

叫
叩
瓢
団
叩
冑
＇

奏
に
併
せ
、
沖
・
中
両
宮
の
神
輿
が
一
ぎ
に
は
車
は
入
れ
な
い
状
況
で
あ
．

大
島
港
ま
で
御
神
幸
し
た
。
っ
た
。
神
湊
港
沖
で
三
宮
の
御
座
十
月
―

-
H

＿

一
方
そ
の
頃
、
宗
像
市
田
島
の
｛
船
は
停
船
。
供
奉
し
て
き
た
各
船
＿
◆
流
鏑
馬
神
事
・
翁
舞
◆

辺
津
宮
で
も
午
前
九
時
に
出
御
祭
：
は
、
順
次
三
宮
の
御
座
船
を
一
周
．
二
日
午
前
八
時
か
ら
は
流
鏑
馬
一

が
斎
行
さ
れ
、
辺
津
宮
御
神
璽
が
し
各
港
へ
と
帰
り
、
一
年
振
り
に
宗
神
事
が
宮
木
貞
彦
氏
ら
に
よ
り
奉
·
を
射
る
と
拝
観
者
か
ら
盛
ん
な
拍

神
湊
港
へ
と
出
御
さ
れ
た
。
像
三
女
神
は
お
揃
い
に
な
っ
た
。
納
さ
れ
、
烏
帽
子
と
直
垂
姿
に
威
]
手
が
起
こ
っ
て
い
た
。

午
前
九
時
三

0
分
、
花
火
の
合
そ
し
て
三
宮
の
神
輿
を
前
に
、
儀
を
正
し
た
射
手
に
神
馬
が
お
祓
一
午
前
十
一
時
か
ら
の
二
日
祭
で

図
と
と
も
に
沖
・
中
両
宮
の
神
輿
]
頓
宮
祭
を
斎
行
（
雨
の
可
能
性
が
．
い
を
受
け
、
神
門
前
に
設
け
ら
れ
：
は
、
福
岡
市
の
喜
多
流
（
梅
津
忠
弘

を
乗
せ
た
御
座
船
が
、
『
波
切
り
御
：
あ
っ
た
為
、
玄
海
魚
市
場
で
斎
行
）

0

：
た
馬
場
道
を
疾
走
。
地
上
七
メ
ー
．
氏
門
下
）
社
中
の
奉
仕
に
よ
り
、
能

幣
』
『
紅
白
の
吹
流
し
』
『
大
漁
旗
』
．
御
座
船
奉
仕
者
に
感
謝
状
と
記
念
ト
ル
の
的
に
向
け
て
、
次
々
と
矢
管
や
鼓
の
嗚
り
物
に
合
わ
せ
「
翁

で
飾
っ
た
約
四
0
0
隻
の
大
船
団
一
品
が
贈
星
さ
れ
た
。
一

r

ー
一
舞
」
が
神
前
に
奉
納
さ
れ
た
。
こ
の

{ 

.. 

に
守
ら
れ
な
が
ら
出
港
。
幾
筋
も
一
そ
の
後
、
白
手
袋
、
マ
ス
ク
を
つ
i
,
t
一
一
舞
を
一
目
見
よ
う
と
詰
め
か
け
た

L

け
た
神
職
が
、
神
輿
に
奉
安
さ
れ
]
ヘ

-
1

一
多
く
の
参
拝
者
は
、
風
雅
な
舞
に

〖
〖□
-
[
〖
]
二
]

ゃ
／rI
`
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｛
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
、
秋
季
大
祭
が
職
・
巫
女
十
三
名
、
小
林
栄
二
会
長

こ
の
三
日
祭
終
了
後
に
は
、
高
]
訊
り
行
わ
れ
た
。
以
下
氏
子
青
年
会
員
約
一
二
十
名
の

宮
、
第
二
宮
、
第
三
宮
、
宗
像
護
国
]
午
後
二
時
か
ら
は
、
拝
殿
で
南
・
総
勢
約
五
十
名
の
奉
仕
で
斎
行
さ

神
社
に
奉
仕
神
職
、
参
列
者
が
そ
一
坊
流
瀧
口
社
中
に
よ
る
献
茶
祭
も
：
れ
た
。

-
"
―

-
l
奉
仕
さ
れ
た
。
本
年
は
約
二
十
名
今
年
の
新
た
な
取
組
み
と
し

l
-
*i
i
·
i
か
昇
殿
し
、
瀧
口
宗
芳
氏
に
よ
る
て
、
当
大
社
古
記
録
に
登
場
す
る

1
7
j
i
』
豆
事
な
お
点
前
が
披
露
さ
れ
た
。
「
あ
お
つ
み
の
餅
」
を
再
現
し
、
記

汀
げ□

[
i
録
通
り
五
枚
の
小
判
型
の
餅
を
お

＇
．
、
口
◆
高
宮
神
奈
備
祭
◆
砥
ぇ
す
る
と
共
に
、
奉
仕
者
が
斎

拉
そ
し
て
午
後
六
時
か
ら
は
高
宮
i
館
前
か
ら
高
宮
ま
で
参
進
す
る
際

/
]
L
韮る

'
i

甦
で
、
昨
年
六
三
0
年
振
り
に
復
興
一
に
道
楽
を
取
り
入
れ
、
太
宰
府
天

輝
一
さ
れ
た
秋
季
大
祭
を
締
め
括
る
高
満
宮
神
職
が
奏
で
る
雅
楽
の
調
べ

韮
宮
神
奈
備
祭
が
、
神
島
宮
司
以
下
一
の
中
一
行
は
進
ん
だ
。

瀧
一
祭
一
神
職
・
巫
女
、
太
宰
府
天
満
宮
神
i
昨
年
同
様
、
多
く
の
参
拝
者
が

詰
め
掛
け
、
松
明
、
提
灯
の
明
か
り

が
灯
さ
れ
た
だ
け
の
浄
闇
の
高
宮

祭
場
で
「
悠
久
舞
」
が
奉
奏
さ
れ
る

と
、
一
同
感
動
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

各奉仕者は下記の通り（敬称略）

◆氏子会奉幣使

高取利行（宗像市泉ヶ丘）

◆沖津宮神迎え神事奉仕船

沖 津 丸（宗像漁協大島支所・沖西豊幸）

◆みあれ祭奉仕船

沖津宮御座船

第二共進丸（鐘崎漁協・宗岡

中津宮御座

第二宮一丸（宗像漁協大島支所・藤島誠治）

辺津宮御座船

健栄 丸（宗像漁協神湊支所・三苫健二）

沖津宮先導船

豊栄丸（宗像漁協神湊支所・永島一消）

中津宮先導船

福寿丸（宗像漁協地島支所・立石

花火船

第三海漁丸（宗像漁協大島支所・沖西一宏）

報道船

みた け（宗像漁協大島支所船）

譲）

智）

了
し
た
。

◆陸上神幸奉仕車

御座車

恨新出光

西久大連輸倉庫卸

宗像地区タクシー協会（みなとタクシー（悧）

先導車

宗像観光協会（国民宿舎ひびき）

宗像地区交通安全協会

宗像市消防団第十一分団

供奉車

宗像市消防団第十二分団

玄海ホテル旅館組合

◆主基地方風俗舞奉仕者

〈舞方〉中野正徳、清水陽介、八尋省吾、

鎌田真史

〈歌方〉大森裕春、花田安輝、石津典秀、

吉田敏幸、吉武倫彦

◆流鏑馬射手奉仕者

宮木光広、木稲修一、木稲貴史

◆浦安舞奉仕者

岩佐侑香、中野美菜、嶺日香里、

吉井恵梨（玄海中二年生）
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木
立
の
緑
も
色
づ
き
、
秋
の
深
ま
り
を
い
よ
い
よ
感

じ
さ
せ
る
十
月
十
七
日
、
当
大
社
秋
の
恒
例
神
事
献

茶
祭
が
、
第
十
四
代
表
千
家
々
元
而
妙
斎
千
宗
左

宗
匠
直
々
の
奉
仕
に
よ
り
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

こ
の
献
茶
祭
は
、
昭
和
三
十
七
年
当
時
の
宗
像
大

社
復
興
期
成
会
々
長
出
光
佐
三
氏
の
御
尽
力
に
よ

り
実
現
、
第
十
三
代
表
千
家
々
元
即
中
斎
千
宗
左

宗
匠
が
初
め
て
奉
仕
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
出
光
興
産

株
式
会
社
奉
納
に
よ
り
行
わ
れ
、
今
回
で
四
十
三
回

目
を
迎
え
る
。

祭
典
当
日
は
、
穏
や
か
な
秋
晴
れ
の
天
候
に
恵
ま

れ
、
早
朝
よ
り
県
内
は
も
と
よ
り
山
ロ
・
九
州
各
県

の
同
門
会
員
を
は
じ
め
茶
道
に
勤
し
む
人
々
が
参

集
、
神
苑
は
和
服
姿
の
女
性
達
で
華
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た
。

定
刻
十
一
時
一
鼓
を
合
図
に
奉
仕
神
職
、
第
十

四
代
表
千
家
々
元
以
下
介
添
の
家
元
関
係
者
、
出

光
興
産
株
式
会
社
名
誉
会
長
出
光
昭
介
氏
、
同
門

会
関
係
者
は
祓
舎
に
て
修
祓
を
受
け
本
殿
へ
参
進
、

所
定
の
座
に
着
座
し
祭
典
開
始
。

斎
主
が
茶
道
の
興
隆
と
「
茶
の
聖
・
千
利
休
」
の
正

統
を
受
け
継
ぎ
、
四
百
余
年
の
伝
統
を
誇
る
表
千
家

の
隆
昌
と
同
門
会
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
祝
詞
を
奏

上
、
続
い
て
献
茶
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。
千
宗
左
宗

匠
は
拝
殿
に
設
け
ら
れ
た
風
炉
前
に
端
座
し
、
切
柄

杓
の
手
許
、
獣
紗
さ
ば
き
も
鮮
や
か
な
「
動
と
静
」
と

が
見
事
に
調
和
し
た
、
淀
み
な
い
清
ら
か
な
御
点
前 が

披
露
さ
れ
、
参
列
者
は
固
唾
を
呑
み
、
真
剣
な
眼

一
差
し
で
そ
の
一
挙
手
一
投
足
を
見
守
っ
た
。
咳
一
っ

一
な
い
静
寂
の
中
、
点
て
ら
れ
た
濃
茶
・
薄
茶
の
二
服
が
、

一
雅
楽
の
調
べ
が
流
れ
る
中
、
神
職
の
手
に
よ
り
御
神

一
前
に
奉
献
さ
れ
、
宗
像
大
神
の
神
慮
を
お
慰
め
申
し

一
上
げ
た
。

~
献
茶
の
儀
に
続
き
、
斎
主
、
家
元
、
出
光
昭
介
名
誉

[
会
長
、
同
門
会
代
表
者
が
各
々
玉
串
拝
礼
を
行
い
、

・
一
時
間
余
に
及
ぶ
本
年
の
献
茶
祭
も
厳
粛
裡
に
滞

i
り
な
く
終
了
し
た
。

一
祭
典
後
、
参
列
者
は
儀
式
殿
に
設
け
ら
れ
た
「
出

i
光
副
席
」
、
斎
館
に
設
け
ら
れ
た
「
同
門
会
副
席
」
へ

一
参
席
、
茶
席
に
揚
げ
ら
れ
た
掛
軸
・
茶
道
具
の
逸
品

：
を
観
賞
し
な
が

：
ら
、
お
茶
を
戴

一
き
「
佗
．
寂
」
の

境
地
に
浸
り
、
至

福
の
一
刻
を
楽

し
ん
だ
。

十
五
日
の
日
程
で
イ
ン
ド
宗

教
事
情
視
察
を
行
う
こ
と
を

去
る
、
十
月
十
日
宗
像
の
地
に
於
い
て
、
平
成
十
八
i
決
定
し
、
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

年
度
神
道
国
際
友
好
会
（
会
長
・
熱
田
神
宮
宮
司
小
一
総
会
終
了
後
、
神
湊
の
魚
屋
別
館
へ
移
動
し
懇
親

串
和
夫
）
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
一
会
が
催
さ
れ
、
一
同
玄
海
の
新
鮮
な
海
の
幸
に
舌
鼓

同
会
は
、
熱
田
神
宮
に
事
務
局
を
置
き
、
全
国
各
一
を
打
ち
な
が
ら
‘
和
や
か
な
楽
し
い
一
刻
を
過
こ
し
た
。

地
の
神
社
・
個
人
等
の
会
員
で
組
織
さ
れ
、
世
界
の
宗
一
翌
十
一
日
、
朝
食
後
一
同
貸
切
バ
ス
に
て
宗
像
の

教
・
文
化
の
実
情
を
把
握
し
よ
う
と
、
海
外
宗
教
視
一
地
を
後
に
し
、
古
都
太
宰
府
へ
と
向
か
っ
た
。

察
や
各
宗
教
界
、
学
術
団
体
と
の
交
流
を
深
め
、
世
i
太
宰
府
の
地
を
森
弘
子
女
史
（
太
宰
府
天
満
宮

界
平
和
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
会
員
相
互
の
研
修
・
親
i
森
禰
宜
夫
人
）
に
こ
案
内
戴
き
大
宰
府
政
庁
跡
、
観

睦
を
目
的
に
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
年
に
一
一
世
音
寺
を
見
学
。
次
に
太
宰
府
天
満
宮
を
正
式
参

度
各
地
に
て
総
会
を
開
催
し
て
い
る
。
一
拝
し
、
同
天
満
宮
西
高
辻
宮
司
こ
案
内
の
も
と
、
昨
年

十
日
、
約
二
十
名
の
会
員
が
遠
路
次
々
と
参
集
、
：
＋
月
に
開
館
し
た
九
州
国
立
博
物
館
を
拝
観
し
た
。

勅
使
館
に
て
各
自
受
付
を
済
ま
せ
、
午
後
三
時
三
十
一
折
し
も
当
日
は
開
館
一
周
年
記
念
特
別
展
『
海
の

分
本
殿
に
て
正
式
参
拝
、
小
串
会
長
の
玉
串
拝
礼
に
一
神
々
』
展
の
開
催
期
間
中
で
あ
り
、
全
国
津
々
浦
々
に

合
わ
せ
て
全
員
拝
礼
し
た
。
参
拝
後
本
殿
を
バ
ッ
ク
に
一
祀
ら
れ
た
神
々
へ
捧
げ
ら
れ
た
御
神
宝
が
約
五
百

記
念
撮
影
を
行
い
、
神
宝
館
を
当
社
学
芸
員
の
案
内
i
点
、
か
つ
て
な
い
ス
ケ
ー
ル
で
展
示
さ
れ
て
お
り
、
古
来

説
明
の
も
と
拝
観
し
た
。
次
に
一
同
は
総
会
々
場
の
一
我
が
民
族
の
神
へ
の
畏
敬
の
念
の
深
さ
が
形
と
し
て
垣

玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
ヘ
席
を
移
し
た
。
一
間
見
る
こ
と
が
ー
！

会
員
各
自
同
ホ
テ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
済
ま
せ
直
ー
で
き
、
一
同
感

ち
に
会
議
を
開
催
。
開
会
の
辞
の
後
、
小
串
会
長
の
挨
i
動
を
胸
に
博

拶
が
行
わ
れ
、
続
い
て
当
大
社
神
島
宮
司
が
歓
迎
の
一
物
館
を
後
に

挨
拶
を
述
べ
、
早
速
議
事
に
入
っ
た
。
一
し
た
。
太
宰
府

議
事
は
最
初
に
全
員
一
致
で
小
串
会
長
を
議
長
一
に
て
昼
食
の

に
選
出
、
小
串
会
長
の
進
行
に
よ
り
、
昨
年
度
の
事
業
i
後
福
岡
空
港
、

翡
に
会
計
報
告
が
事
務
局
よ
り
な
さ
れ
一
同
了
一
博
多
駅
に
て

承
。
次
に
今
年
三
月
に
行
わ
れ
た
第
三
十
五
回
神
道
一
散
会
。
平
成
＋

海
外
交
流
ア
メ
リ
カ
宗
教
事
情
視
察
研
修
の
報
告
が
i
八
年
度
神
道

松
山
幹
事
長
（
東
京
大
神
宮
宮
司
）
よ
り
行
わ
れ
た
。
一
国
際
友
好
会

続
い
て
事
務
局
よ
り
提
案
の
次
年
度
事
業
計
画
案
に
一
総
会
の
全
て
を

つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、
平
成
十
九
年
三
月
八
日
S

一
終
了
し
た
。
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総
体
的
に
見
る
と
鎌
倉
期

の
刀
剣
に
名
品
が
多
く
、
そ
の

中
の
一
振
に
は
、
刀
身
の
棟
と

い
う
部
分
に
、
斬
り
合
っ
た
時

に
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
疵

が
残
っ
て
い
た
。
現
代
で
は
刀

剣
は
単
に
美
術
品
と
見
ら
れ

が
ち
だ
が
、
こ
の
様
に
当
時
は

美
術
品
と
い
う
前
に
自
分
を

守
る
た
め
の
道
具
で
も
あ
り
、

宗
像
大
社
刀
剣
展
が
九
月
二
十
三
日
か
ら
一
生
々
し
い
疵
を
見
る
と
想
像
力
が
か
き
た
て
ら

十
月
二
十
二
日
の
一
ヶ
月
間
、
神
宝
館
で
開
催
―
れ
、
そ
の
時
代
の
背
景
や
、
所
持
し
て
い
た
人
に

さ
れ
た
。
一
思
い
を
馳
せ
て
し
ま
う
。
こ
れ
も
刀
剣
鑑
賞
の

今
年
で
十
九
回
目
を
迎
え
る
刀
剣
展
は
、
当
一
醍
醐
味
の
―
つ
で
あ
ろ
う
。
愛
好
家
だ
け
で
な

社
所
蔵
品
を
始
め
、
県
下
の
愛
好
家
か
ら
協
カ
一
く
一
般
の
人
に
と
っ
て
も
、
各
々
の
感
性
で
楽
し

を
賜
り
毎
年
六
十
振
の
刀
剣
が
展
示
さ
れ
る
。
一
め
る
展
示
会
で
あ
る
と
思
う
。

六
十
振
の
刀
剣
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
は
、
県
―
そ
の
他
に
も
香
木
で
作
ら
れ
た
珍
し
い
鞘
、

下
で
も
珍
し
く
貴
重
な
展
示
会
と
な
っ
て
い
一
人
間
国
宝
の
方
の
作
品
、
当
社
所
蔵
の
伊
勢
神

る
。
本
年
度
も
鎌
倉
中
期
か
ら
現
代
に
至
る
作
一
宮
撤
下
神
宝
な
ど
、
普
段
で
は
、
中
々
目
に
す

品
が
展
示
さ
れ
た
。
一
る
こ
の
出
来
な
い
品
が
多
く
展
示
さ
れ
、
本
年

一
も
多
数
の
方
の
こ
協
力
に
よ
り
、
刀
剣
展
は
盛

一
会
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

【体験学習者名】
福津市立津屋崎中学校二年生
宗岡 類 浅井理紗子
井上歩美 上原誌織
西野明香 以上5名

去
る
九
月
十
九
日
よ
り
九
月
二
十
二
日

ま
で
の
四
日
間
、
福
津
市
立
津
屋
崎
中
学
校

二
年
生
の
女
子
五
名
を
受
け
入
れ
て
の
職
場

体
験
学
習
が
当
大
社
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
職
場
体
験
学
習
は
、
地
域
社
会
に
視

点
を
当
て
就
職
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、

主
体
的
に
進
路
を
選
択
す
る
能
力
な
ど
を
育

て
る
為
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
福
津
市
、
宗
像

市
内
の
各
事
業
所
に
て
行
わ
れ
て
い
る
。

十
九
日
午
前
九
時
、
神
前
に
て
職
場
体
験

学
習
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
た
後
、
体
験
学
習

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
ず
、
白
衣
、
袴
の
着
装
、
た

た
み
方
を
当
大
社
巫
女
よ
り
指
導
、
普
段
着

慣
れ
な
い
着
物
姿
に
全
員
困
惑
し
な
が
ら
境

内
の
落
ち
葉
の
掃
き
掃
除
に
御
社
殿
の
雑
巾

一
が
け
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
氏
子
会
総
代
総
会

一
の
見
学
で
は
、
神
社
と
氏
子
の
繋
が
り
に
つ
い

一
て
学
習
す
る
な
ど
普
段
で
き
な
い
貴
重
な
経

一
験
と
な
っ
た
。

一
三
日
目
に
は
、
当
大
社
並
び
に
宗
像
に
つ
い

一
て
の
歴
史
、
境
内
の
施
設
の
説
明
を
神
職
が
行

一
い
、
全
員
熱
心
に
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
宗
像

一
の
歴
史
に
興
味
を
も
ち
学
習
し
て
い
る
様
子

i
で
あ
っ
た
。
体
験
学
習
も
後
半
と
な
り
、
実
践

―
的
な
学
習
と
し
て
本
殿
社
頭
に
て
巫
女
と
一

]
緒
に
参
拝
者
へ
お
守
の
授
与
等
を
行
っ
て
も
ら

ー
う
と
、
慣
れ
な
い
作
法
・
言
動
に
緊
張
が
み
ら

―
れ
た
。

~
最
終
日
に
は
、
神
職
に
よ
り
神
社
の
祭
典
等

i
で
演
奏
さ
れ
る
雅
楽
の
生
演
奏
を
聴
い
て
も

ら
い
職
場
体
験
学
習
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

こ
の
職
場
体
験
学
習
を
通
じ
て
学
ん
だ
事

が
こ
れ
か
ら
先
の
人
生
の
目
標
を
決
め
て
い
く

上
で
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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秋
季
大
祭
前
、
祈
願
殿
入
口
に
一
が
存
在
し
た
が
老
朽
化
に
よ
り
二

樹
齢
一
0
0

年
を
超
え
る
杉
の
大
一
年
前
に
や
む
な
く
撤
去
。
当
大
社

木
で
作
ら
れ
た
「
社
号
標
」
が
、
建
]
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
入
口
の
社
号
標

立
さ
れ
た
。
i
は
必
要
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
は
神
餓
の
魚
を
は
じ
め
、
一
安
部
氏
よ
り
金
婚
式
の
記
念
に
こ

直
会
用
の
鉢
盛
等
を
永
年
納
入
い
一
奉
納
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

た
だ
い
て
い
る
鮮
魚
店
（
有
）
や
ま
：
り
、
実
現
し
た
。

え
水
産
の
安
部
賓
氏
と
同
夫
人
が
一
秋
季
大
祭
三
日
祭
後
に
は
感
謝

奉
納
し
た
も
の
で
、
約
一
年
を
か
｛
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
神
島
宮
司

け
て
神
社
職
員
手
作
り
で
製
作
し
一
よ
り
記
念
品
と
感
謝
状
が
渡
さ

た
。
一
れ
、
「
金
婚
式
の
良
い
記
念
に
な
り

元
々
、
当
大
社
大
駐
車
場
入
ロ
一
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
て
い
た
。

付
近
に
は
、
ト
タ
ン
製
の
社
号
標
i
御
夫
婦
の
今
後
益
々
の
御
健
勝

... 
l
l

と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

知5ぇ
□
大
駐
車
場
入
口
に
社
号
標
を
奉
納

緬
本
菖
幕

＠
＼
三
、

0
0

菊
花
が
境
内
を
彩
る
＼

——•` 

本
年
も
神
郡
の
秋
を
彩
る
菊
の
祭
典
が
、
—
1
-
'
‘
i
ま
た
出
品
作
品
の
種
類
も
非
常

だ
い
り
ん
け
ん
が
い

開
催
（
ー
ニ
十
三
日
ま
で
）
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
‘
i
に
多
く
、
大
輪
・
盆
栽
．
懸
崖
．

ヽ
＇
｀
~
し
ょ
う
ひ
ん
ぼ
ん
さ
い
ふ
く
す
け

こ
の
大
会
は
全
国
で
最
も
レ
ベ
ル
の
高
い
菊
花
展
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
~
小
品
盆
栽
・
福
助
・
ダ
ル
マ
作
り
・

九
州
各
県
や
山
口
県
の
菊
作
り
名
人
が
一
同
に
出
品
す
る
大
会
で
‘
]
丸
作
り
・
古
木
添
え
木
・
洋
菊
・
自

大
臣
賞
も
内
閣
総
理
大
臣
を
始
め
十
一
賞
授
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
：
田
花
壇
を
は
じ
め
、
杉
作
り
・
千
輪

咲
き
・
一
文
字
作
り
・
菊
人
形
等
の

な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
珍

し
い
作
品
、
さ
ら
に
地
元
玄
海
小

学
校
の
児
童
達
が
丹
精
込
め
た
作

品
等
が
出
品
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

境
内
で
は
菊
苗
・
菊
鉢
の
販
売
、

参
拝
記
念
品
が
あ
た
る
「
菊
み
く

じ
」
、
勅
使
館
で
は
喫
茶
休
憩
の
で

き
る
「
茶
房
」
、
宗
像
観
光
協
会
が

行
う
屋
台
「
い
っ
ぷ
く
茶
屋
」
が
所

狭
し
と
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

是
非
御
参
拝
い
た
だ
き
ま
す

様
、
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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心
一
行
わ
れ
て
い
る
。

チ
‘・

←
白
属
―
布
は
第
一
章
か
ら
五
章
ま
で
構

ー
：
竺
成
さ
れ
、
宗
像
大
社
・
沖
ノ
島
の
神

ン
t
d
.

ダ
一
宝
は
「
第
二
章
海
の
上
の
守
り

ィ

口
押
」
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
福
津

―
市
・
金
刀
比
羅
神
社
の
難
船
図
絵

に
く
つ
つ
い
て
い
る
の
を
見
か
け
~

第
六
回
漂
着
物
学
会
は
北
海
]
下
れ
に
風
速
一

0
2
い
の
風
が
吹
く
一
の
リ
ン
グ
状
の
斑
紋
が
背
に
あ
一
一
馬
は
文
政
十
一
年
、
大
正
十
一
年

道
・
襟
裳
岬
の
風
の
館
が
会
場
で
、
日
が
年
間
二
九

0

日
を
越
え
る
と
り
、
こ
れ
が
穴
あ
き
の
古
銭
に
見
る
が
、
五
、
六
c
m
程
の
大
き
さ
で
、
の
も
の
は
、
共
に
迫
力
満
点
で
あ

十
月
一
四
・
一
五
日
に
行
う
。
い
う
日
本
有
数
の
強
風
地
帯
で
あ
た
て
た
の
が
、
和
名
の
由
来
だ
と
少
年
の
頃
、
こ
れ
を
見
て
化
石
だ
る
。
終
章
に
私
の
漂
着
物
も
十
点

六
月
に
襟
裳
へ
下
見
に
行
っ
る
。
会
場
の
「
風
の
館
」
を
見
学
。
強
い
う
。
北
海
道
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ッ
と
思
っ
て
い
た
。
オ
オ
バ
ン
ヒ
ザ
ラ
ほ
ど
展
示
さ
れ
て
い
る
。
小
仏
は

た
。
六
月
と
い
う
の
に
宿
に
は
ス
i
風
に
耐
え
る
よ
う
な
館
で
二
十
億
力
半
島
ま
で
に
分
布
、
国
内
で
は
・
ガ
イ
は
、
体
長
二
o
c
m
、
体
幅
一
〇
＿
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
、
影
が

ト
ー
ブ
が
焚
か
れ
て
驚
い
た
。
「
こ
円
か
か
っ
た
と
か
。
風
を
利
用
し
最
大
の
生
息
地
で
あ
る
。
設
置
さ

C
m、
老
成
し
た
も
の
は
体
長
三

0

大
き
く
浮
き
あ
が
っ
て
、
思
わ
ず

こ
は
一
年
中
ほ
と
ん
ど
ス
ト
ー
ブ
」
て
「
風
力
」
で
音
を
出
す
仕
組
み
が
れ
て
い
る
双
眼
鏡
で
じ
っ
く
り
観C

mに
も
な
る
と
い
う
。
食
用
に
も
・
「
お
っ
と
」
声
を
発
し
た
。
国
宝
・
重

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
宿
の
主
人
。
通
路
に
そ
っ
て
あ
り
、
不
思
議
な
察
も
で
き
る
。
な
る
。
ア
イ
ヌ
語
で
は
ム
イ
と
か
文
を
揃
え
た
展
示
は
ま
さ
に
国
博

音
色
に
誘
わ
れ
て
翌
日
は
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
メ
ヨ
。
な
お
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
は
「
膝
皿
な
ら
で
は
の
力
で
あ
ろ
う
。

中
へ
、
館
は
風
に
関
一
で
、
近
く
の
百
人
浜
へ
。
南
部
藩
の
」
貝
」
と
書
き
、
岩
か
ら
は
が
し
た
時

す
る
も
の
は
充
実
一
大
型
船
が
遭
難
し
百
人
ほ
ど
の
死
i
に
腹
の
方
か
ら
ま
る
＜
こ
こ
ま
る

し
て
い
る
。
こ
の
館
一
者
が
浜
へ
漂
着
し
た
と
こ
ろ
か
ら
i
よ
う
す
が
膝
を
曲
げ
た
状
態
に
み

か
ら
襟
裳
岬
が
一
―
浜
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
。
：
た
て
た
も
の
で
、
地
方
で
は
ジ
イ

望
で
き
る
。
岬
の
先
一
黒
ぼ
い
砂
浜
が
延
延
と
続
き
、
：
ガ
セ
、
背
が
曲
っ
た
老
人
、
磯
ワ
ラ

端
か
ら
岩
礁
地
帯
一
砂
浜
で
は
軽
ト
ラ
が
走
り
漂
着
し
一
ジ
も
形
か
ら
の
名
称
で
あ
る
。
多

が
二
k
mに
わ
た
っ
て
一
て
い
る
昆
布
拾
い
が
行
わ
れ
て
い
]
似
綱
で
板
を
重
ね
た
よ
う
な
殻
片

つ
づ
い
て
い
る
。
そ
一
た
。
浜
を
注
意
し
て
歩
く
と
蝶
の

□
八
枚
を
も
っ
て
い
る
。
砂
浜
か
ら

の
絶
景
に
は
感
動
：
よ
う
な
貝
殻
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
：
岩
礁
部
に
す
む
オ
オ
バ
ン
ヒ
ザ
ラ

す
る
。
こ
の
岩
礁
部
―
い
る
。
正
確
に
は
オ
オ
バ
ン
ヒ
ザ
：
ガ
イ
は
北
海
道
以
北
に
分
布
し
て

に
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
一
ラ
ガ
イ
の
殻
片
で
、
蝶
が
羽
根
を
一
い
る
。
襟
裳
は
何
も
な
い
浜
で
は

ラ
シ
が
多
い
時
に
一
広
げ
た
よ
う
な
姿
に
見
え
る
。
表
：
あ
り
ま
せ
ん
。

は
四
百
頭
ほ
ど
い
一
面
は
薄
く
ピ
ン
ク
色
を
し
て
、
北
＿
※
九
州
国
立
博
物
館
で
は
、
開
館

る
と
い
う
。
ゼ
ニ
ガ
一
海
道
の
漂
着
物
で
は
人
気
が
あ
[
-
周
年
記
念
特
別
展
「
海
の
神
々
」

タ
ア
ザ
ラ
シ
は
黒
一
る
。
一
（
捧
げ
ら
れ
た
宝
物
）
が
十
月
八
日

色
の
地
色
に
、
白
色
―
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
は
玄
界
で
も
岩
場
：
か
ら
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
ま
で

ュ遍£ •- 、- ゞ
疇
●
ー
、

`
-
ｷ
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し
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福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

図
鑑
に
は
人
里
路
傍
の
項
あ
れ
ば
秋
の
草
花
を
わ
れ
は
確
か
む

図
鑑
は
植
物
図
鑑
、
人
里
路
傍
は
育
生
地
の
こ
と
と
思
う
が
、
イ
ヌ
タ
デ
等
で
な
く
秋
の
草
花

匿
と
い
う
普
通
名
詞
の
表
記
な
処
と
共
に
今
―
つ
歌
意
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
が
惜
し
い
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

人
住
ま
ぬ
実
家
の
厨
の
板
壁
に
母
想
び
い
づ
エ
プ
ロ
ン
ひ
と
つ

o
o
”口ほ
戸07ロン
掛
る
」
の
方
が
生
活
実
感
が
あ
り
、
母
恋
い
の
情
が
よ

中

福
津
市
央
池
浦
千
鶴
子

ね
ず
み
も
ち
の
垣
根
の
中
に
キ
ジ
バ
ト
の
巣
f
J
も
り
見
つ
け
目
の
合
び
し
日
も

酌
巣
こ
も
り
に
必
死
の
鳩
の
目
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
四
五
句
は
「
巣
こ
も

り
見
付
ぬ
目
の
合
ふ
時
あ
り
」
の
方
が
、
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

れ
き

献
燈
の
苔
剥
ぎ
て
み
れ
ば
下
の
字
の
〈
暦
〉
ら
し
き
の
み
か
す
か
に
読
ま
る

の
字
の
」
は
、
苔
の
下
か
、
最
末
尾
の
字
の
こ
と
か
不
明
で
あ
る
。
＿
―
-
句

回
｀
戸
「
暦
ら
し
く
読
ま
る
る
文
字
の
か
す
か
に
残
る
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

雨
上
が
り
青
空
と
な
る
放
生
会
チ
ャ
ン
ポ
ン
の
音
宮
に
弾
み
し

の
ま
ま
で
は
文
が
終
結
し
な
い
の
で
、
初
旬
は
「
雨
晴
れ
て
」
、
結
句
は
「
弾

o
oへ
て
」
又
は
「
弾
め
り
」
と
す
る
。

宗
像
市
東
旭
丘
天
野
玲
子

優
勝
の
高
校
野
球
児
の
さ
わ
や
か
さ
吾
に
も
同
じ
孫
の
あ
り
せ
ば

一
評1
こ
れ
も
一
首
と
し
て
の
終
結
が
無
い
。
下
句
は
「
私
の
孫
を
重
ね
て
思
ふ
」
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

前
山
の
背
後
を
通
る
白
雲
は
夏
の
名
残
の
輝
き
を
も
つ

折
角
の
状
景
が
各
旬
共
漢
字
漢
語
で
あ
り
固
い
感
じ
が
す
る
の
で
二
句
を

回
「
う
し
ろ
」
と
す
れ
ば
、
大
分
や
わ
ら
ぐ
。

oo 狂
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

宗
像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

蜘
蛛
の
囲
に
か
か
り
し
蝉
の
広
げ
ゐ
る
趙
が
夕
の
風
に
音
を
あ
ぐ

「
音
を
あ
ぐ
」
で
は
、
耐
え
ら
れ
ず
に
弱
音
を
吐
く
、
よ
う
で
趙
が
生
き
物
の

匿
よ
う
で
あ
る
。
「
趙
に
タ
ベ
の
風
が
音
立
つ
」
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

川
を
隔
て
右
に
広
が
る
大
豆
畑
左
は
黄
金
の
稲
穂
波
打
つ

「
隔
て
る
」
は
、
仕
切
る
、
距
離
を
慨
く
、
の
意
に
も
な
る
の
で
初
句
は
川
を

匿
中
に
、
川
を
は
さ
み
、
川
を
慨
き
、
な
ど
の
表
現
を
考
え
て
見
た
い
。

宗
像
市
大
島
杉
田
薗
子

夕
刊
に
連
載
中
な
る
啄
木
の
歌
な
つ
か
し
く
切
り
取
り
て
読
む

回
コ
。
る
」
の
な
る
で
は
破
調
だ
し
理
屈
ぼ
い
の
で
素
直
に
「
連
載
中
の
」

宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子

何
人
に
も
勝
る
言
葉
に
安
ら
ぎ
ぬ
南
主
治
医
の
診
る
目
の
優
し

叩
碍
｛
迂[
O
心
う
を
示
す
「
言
薬
と
」
ど
ち
ら
が
一
首
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し

福
津
市
在
自
増
田
武
光

秋
祭
果
て
し
社
を
ひ
と
り
掃
く
老
女
に
夜
の
霊
気
降
り
き
て

歌
だ
が
、
「
降
り
き
て
」
で
は
、
大
和
作
品
、
天
野
作
品
と
同
じ
く
文
の
終

匿
叡
な
い
の
で
「
降
り
く
る
」
と
終
止
形
止
め
と
す
る
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子

台
風
に
引
き
千
切
ら
れ
し
木
々
の
策
の
陽
に
反
り
て
青
き
落
葉
が
走
る

丸
持
ち
は
判
る
が
、
下
句
は
一
寸
無
理
な
表
現
。

匿
ご
目
き
が
ま
ま
に
乾
反
り
て
走
る
」
と
す
れ
ば
す
っ
き
り
と
す
る
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
竹
内
結
子

恋
を
し
て
お
菓
子
に
料
理
マ
ス
タ
ー
し
パ
ン
を
焼
い
た
ら
爆
発
「
パ
ー
ン
」

爆
発
し
た
の
は
パ
ン
の
よ
う
で
も
あ
り
、
折
角
得
た
恋
の
よ
う
で
も
あ
り
面

匿
白
い
。
一
、
二
句
は
「
恋
の
わ
れ
お
菓
子
と
料
理
を
」
が
い
い
。

四散洛取り蝉
りがの
をたニ
ものつ
う百三
止日つ
し紅が
たの晩々
ら枝夏含
とにの
言きゅ
ふてだ
こ令 日げち
と没もの
< 偶打雨
わのに
がこ’浮
肩とき
撫法て
づ師な
る蝉が
さ暗る
るくる

i 
宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

彼
岸
花
心
洗
う
や
赤
い
花

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

連
動
会
勇
み
立
ち
た
る
撥
捌
き

福
津
市
在
自
増
田
武
光

秋
立
つ
と
笛
吹
童
子
募
り
け
り

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

腰
び
ょ
い
と
下
げ
て
茅
の
輪
の
肩
車

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会
士
口

m
i
木
口
T

古
里
は
思
び
出
ば
か
り
し
じ
み
蝶

三
浦
美
千
代

奥
の
院
静
か
な
夜
や
二
日
月

田
中
雨
葉

音
あ
ら
く
時
雨
打
つ
な
り
古
屋
敷

木
原
房
子

噴
水
や
白
水
蓮
に
音
は
げ
し

当
大
社
で
は
十

」
月
一
日
よ
り
飲

酒
運
転
撲
滅
を
願
っ
て
、
厄
年
や
初
宮
、
商

売
繁
盛
と
い
っ
た
諸
祈
願
祭
後
に
お
出
し

て
い
た
御
神
酒
が
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の

甘
酒
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
▼
広
く
交
通
安

全
の
参
拝
が
多
い
故
で
す
が
、
珍
し
い
取

組
み
と
し
て
新
聞
、
テ
レ
ピ
で
思
わ
ぬ
反

響
を
呼
び
、
全
国
中
組
も
さ
れ
ま
し
た
▼

甘
酒
は
醸
酒
と
書
き
、
古
来
よ
り
一
夜
酒

と
も
言
わ
れ
て
お
リ
、
米
麹
で
発
酵
さ
せ

た
れ
つ
き
と
し
た
酒
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
当
大
社
で
も
春
秋
の
大
祭

時
に
は
、
手
間
暇
か
け
た
神
社
で
調
製
し

た
も
の
を
お
供
え
し
て
き
た
長
い
伝
統
も

あ
り
ま
す
▼
人
間
関
係
の
潤
滑
油
と
も
言

わ
れ
る
お
酒
で
す
が
、
飲
酒
運
転
ほ
ど
軽

い
気
持
ち
で
犯
す
犯
罪
も
あ
り
ま
せ
ん
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
。(
M
.
o
)
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